
企画等

インフラメンテナンス国民会議
「インフラメンテナンス国民会議」とは

平成28年11月28日設立

組織体制

Japanese Congress  for  In f ras t ructure Management

①革新的技術の発掘と社会実装
②企業等の連携の促進
③地方自治体への支援
④インフラメンテナンスの理念の普及
⑤インフラメンテナンスへの市民参画の推進

公認フォーラムの活動内容例

○ 産学官民の会員ネットワークを活かし、自治体や地域の取組の発展に向けて活動を行います。

○インフラメンテナンスに産学官民の技術や知恵を総動員するプラットフォームとして活動しています。

2,508者
行政会員 1,151者 企業会員 917者
団体会員 166者 個人会員 274者

企画部会

■会長

広報部会

インフラメンテナンスの理念普及、
国民会議の広報

地方公共団体の課題解決、
地方公共団体のニーズ・
民間企業等のノウハウの
情報交換

オープンイノベーション
による異業種の連携や技
術の融合、マッチング

地域における技術者育成
の活動を支援

インフラやメンテナンス
への関わりを深めるため
の実践活動を展開

地方におけるオープン
イノベーション推進等
（全国10ブロック）

海外への情報発信や海外
展開案件形成

冨山 和彦
株式会社経営共創基盤IGPIグループ会長
株式会社日本共創プラットフォーム（JPiX）代表取締役社長

家田 仁
政策研究大学院大学 特別教授

■副会長

革新的技術 自治体支援 海外市場展開技術者育成 市民参画 地方フォーラム

公認フォーラム

実行委員会

国民会議全体の運営

目的

会員数 （令和4年3月31日時点）
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